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坊やがせがむと

乳母車、

つばきの花をつけられる。




そしてくる〳〵

くる〳〵と、

ご門のとこまでひかれてく。




坊やがねないと

乳母車、

ねんねこようをきかされる。




そしてゆら〳〵

ゆら〳〵と、

ぶらんこみたいに揺ゆすられる。




坊やがねちやうと

乳母車、

日かげにそつといれられる。




そしてふんはり

ふんはりと、

もひとつ毛布をのせられる。
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青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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